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六ヶ所再処理工場	
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MOX燃料	
工場(建設中)	

高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター	
　　（海外返還廃棄物貯蔵管理センター	

【朝日新聞webから】	

第1ガラス固化体貯蔵建屋	
　　　　　　　　　　　　（東棟）	

ウラン・プルトニウム	
混合酸化物貯蔵建屋	

ウラン貯蔵建屋	

主排気筒	

ガラス固化体貯蔵建屋　　　	
　　　　　　　　　 　（B棟）	

ガラス固化体貯蔵建屋　　　	
　　　　　　　　　　  （A棟）	
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鷹架層の地質構造（上限面地質図・等高線図） 

・ｆ－１断層、ｆ－２断層及びそれらから派
生する断層（ｆ－１ａ断層、ｆ－１ｂ断層、及
びｆ－２ａ断層）が分布する。 

・鷹架層堆積当時に活動したｓｆ系断層 
（ｓｆ－１断層～ｓｆ－６断層）が分布する。 
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尾  駮  沼 

番号 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設 再 廃 Ｍ 
1 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ 

2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○ 

3 前処理建屋 ○ 

4 主排気筒（基礎）及び主排気筒管理建屋 ○ 

5 高レベル廃液ガラス固化建屋 ○ 

6 分離建屋 ○ 

7 精製建屋 ○ 

8 制御建屋 ○ 

9 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ 

10 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ 

11 北換気筒（基礎） ○ 

12 
非常用電源建屋 
(冷却塔及び燃料油貯蔵タンクを含む） 

○ 

13 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ 

14 第１ガラス固化体貯蔵建屋（東棟） ○ 

15 第１ガラス固化体貯蔵建屋（西棟） ○ 

16 使用済燃料輸送容器管理建屋 ○ 

17 使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラーエリア) ○ 

18 
使用済燃料受入れ・貯蔵施設用 
安全冷却水系冷却塔A（基礎） 

○ 

19 
使用済燃料受入れ・貯蔵施設用 
安全冷却水系冷却塔B（基礎） 

○ 

20 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室 ○ 

21 安全冷却水B冷却塔（基礎） ○ 

22 ガラス固化体貯蔵建屋 ○ 

23 ガラス固化体貯蔵建屋Ｂ棟 ○ 

24 ガラス固化体受入れ建屋 ○ 

25 燃料加工建屋 ○ 

26 緊急時対策所（重油貯蔵所含む） ○ ○ 

27 第１保管庫・貯水槽（第１軽油貯蔵所含む） ○ ○ 

28 第２保管庫・貯水槽（第２軽油貯蔵所含む） ○ ○ 

再：再処理施設、廃：廃棄物管理施設、Ｍ：ＭＯＸ燃料加工施設 

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向 

（伏在） 

H28.9.9 審査会合 
資料1-1 p27 再掲 

日本原燃，審査会合2016.12.26資料	

ガラス固化体貯蔵建屋（A棟）	

第1ガラス固化体貯蔵建屋（西棟）	

第1ガラス固化体貯蔵建屋（東棟）	

ガラス固化体貯蔵建屋（B棟）	

ガラス固化体受入建屋	

高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター	
　　　（ガラス固化体１４４０本収納×２）　　	
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海外委託再処理�
日本の電力会社はから、1968年から英・仏の再処理事業者と契約を結んできた。	
契約では、分離されるプルトニウムとともに、再処理によって発生する放射性廃棄物が	
返還輸送されることになっている。	

　　　　　　　　　　　　　　出典：「プルトニウムのすべて」1994/10:原子力資料情報室	

＊当初、「委託再処理契約」の内容は、すべて「厳秘」	
　	1994年、高木仁三郎が入手した資料にもとづき契約の概要、返還廃棄物の量・仕様等を推計し公表した。	
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放射性廃棄物の返還輸送量�
ー⾼レベルガラス固化体ー�

1995年〜フランス、2010年〜イギリスからのガラス固化体の輸送開始、1830本貯蔵中。	
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（７）ガラス固化体の受入実績グラフ

2007年 フランスからの返還完了

1995年 フランスからの返還開始

2010年 イギリスからの返還開始

【「海外返還廃棄物の歴史と現状」2022/8/23日本原燃】	7	



ガラス固化体受⼊の実績�

� ガラス固化体は平成７年（１９９５年）より返還開始
¾ 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターで受入れ

¾ 最終的な処分に向け搬出されるまで３０～５０年間冷却・貯蔵

¾ 仏国分は、１９９５年～２００７年で返還終了（１３１０本）

¾ 英国分は、２０１０年から返還を開始しており、現在までに５２０本受入れ

¾ 現在 １８３０本 貯蔵管理

�ガラス固化体は、受入れ開始から累計で約２２００本返還予定
（残り約370本）

�次回返還時は、新規制基準対応工事完了後に実施予定

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（６）ガラス固化体の受入れ実績

【「海外返還廃棄物の歴史と現状」2022/8/23日本原燃】	8	



ガラス固化体の輸送・受⼊（1）�

4

１．海外からの返還廃棄物の受入れ
（２）ガラス固化体の性状

高さ 約1340mm

外径 約430mm

容器材料 ステンレス鋼（肉厚約5mm）

体積 容器内容積 約170ℓ
固化ガラス体積 約150ℓ

重量 550kg以下

固化材 ホウケイ酸ガラス

放射能量
（最大）

α核種 ：3.5×1014Bq/本
βγ核種：4.5×1016Bq/本

発熱量 最大2.5kW/本以下、
平均2.0kW/本以下
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ガラス固化体の輸送・受⼊（2）�

5

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（３）高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）輸送容器

TN28VT型輸送容器

総重量 約113.5ｔ（最大時）

外径 約2.4ｍ

長さ 約6.6ｍ（緩衝体を含む）

収納本数 28本以下または20本以下

高レベル放射性物質（ガラス固化体）輸送船で運搬
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6

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（４）高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター

返還されたガラス固化体は最終的な処分に向けて搬出されるまでの
30～50年間冷却・貯蔵される。

廃棄物貯蔵容量：2880本

ガラス固化体の輸送・受⼊（3）�
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9

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ③ガラス固化体の抜き出し

輸送容器の中の気体をサンプリン
グして放射性物質（Cs-137、Ru-
106)の濃度を測定。

ガラス固化体検査室補助クレーン
により輸送容器の蓋を取り外し。

ガラス固化体検査室天井クレーン
にて輸送容器内のガラス固化体を
抜き出し、ガラス固化体検査室内の
ガラス固化体仮置架台に仮置き。

ガラス固化体の輸送・受⼊（4）�
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7

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ①概要

輸送容器の受入、一時保管 ⇒ ガラス固化体抜出し ⇒検査 ⇒ 貯蔵
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ガラス固化体の輸送・受⼊（5）�



10

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ④ガラス固化体の検査

安全に貯蔵できることを確認するた
め、ガラス固化体検査を実施。

①発熱量測定

②外観検査

③寸法測定

④重量測定

⑤放射能量測定

⑥閉じ込め検査

⑦表面汚染検査

ガラス固化体の輸送・受⼊（6）�
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11

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ⑤ガラス固化体の貯蔵

検査が終了したガラス固化体は、
貯蔵建屋床面走行クレーンを遠隔
操作して貯蔵ピットの収納管にたて
積みに収納される。

ガラス固化体の輸送・受⼊（）�
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雨の中で蒸気を出す高レベルガラス固化体輸送容器	
(高レベルガラス固化体の発熱はスゴイ！)	

（ 撮影：島田恵　1995年4月26日、むつ小川原港）	

【高レベル放射性廃棄物の特徴】	
　多種多様な放射能のかたまり	
　強力な放射線	
　強い発熱	
　ガラス固化体１８３０本：六ヶ所貯蔵中	
　　　　　　　　　　　　　　　　2023/2/17現在	
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ガラス固化体・閉じ込め(1)�

�
�1995年4月にフランスから初めて輸送	

されたガラス固化体２８体の１本の　	
閉じ込め検査で	
１２５Bq/３本･時（基準値は１２５Bq/３本･時	
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ガラス固化体表⾯汚染事故(２)�

�
� 2011年9月に日本に到着したイギリスか
らのガラス固化体７６本の受入検査中、	
3本（九州電力）に表面汚染が確認され、
10月に公表された。	
	
受入検査は、発熱量、外観、寸法、重量、	
放射能量、閉じ込め、表面汚染の７項目
が行われる。	
表面汚染検査は、スミヤろ紙テストの基
準値（α濃度0.4Bq/cm2、非α濃度４Bq/
cm2）を超えた物は、汚染低減措置（固化
体表面の拭き取り）を何度でも行い、基準
値以下になれば合格とされていた。	
	
この事故は深刻だ。イギリスでの輸送前	
検査で、汚染は確認されていない。輸送
中の数十日の間に発生したとすれば、固
化体の健全性そのものに、疑念が生じる。	
	

※会員の皆さま
　『原子力資料情報室通信』第450号は12月１日に発送作業を行いました。
　お手元に届くまでもうしばらくお待ちください。

原子力資料情報室は、原子力に依存しない社会の実現をめざして
つくられた非営利の調査研究機関です。産業界とは独立した立場
から、原子力に関する各種資料の収集や調査研究などを行なって
います。
毎年の総会で議決に加わっていただく正会員の方々や、活動の支
援をしてくださる賛助会員の方々の会費などに支えられて私たち
は活動しています。
どちらの方にも、原子力資料情報室通信（月刊）とパンフレット
（一年あたり数冊）を発行のつどお届けしています。

●ご案内・申込用紙PDF●ご案内・申込用紙PDF

●会員制度と支援方法について●会員制度と支援方法について

●お申し込みはこちらから●お申し込みはこちらから

この記事を印刷する

４．事故原因が究明され再発防止対策を講じるまで、ガラス固化体の返還輸送を中止すること。

以上

＊この「要請書」に関するお問い合わせは：
　原子力資料情報室：TEL：03-3357-3800、e-mail: までお願い致します。

12/2 青森県庁での記者会見の様子

□ガラス固化体の表面汚染発覚
　―イギリスからの返還ガラス固化体受け入れ検査の結果について―
　https://cnic.jp/modules/news/article.php?storyid=1243
　『原子力資料情報室通信』第450号（2012/12/1）より
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参考１ 下部プレナム等に係る調査内容等 

	
ガラス固化体貯蔵建屋(1)�

下部プレナム腐⾷事故�
�

2015年４〜８月の点検において	
第1貯蔵区域、第4貯蔵区域の	
下部プレナム部等で、偏食や錆。	
5本に濃い偏食、母材基部に1.8ｍの	
腐食・減肉確認	
　　　　　↓	
外部飛散物が付着・堆積	
安全性に大きな影響ない。	
経過を観察。	
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ガラス固化体貯蔵建屋(2)�

下部プレナム腐⾷事故�
 
�

- 2 - 

 

調査の結果、変色部がガラス固化体貯蔵設備の安全機能に影響を及ぼすおそれはなく、第 

1貯蔵区域の健全性は他の貯蔵区域と同様に確保されていると考えている。 

 

３．第１から第４貯蔵区域に係る調査結果を踏まえた、JNFLからの最終報告概要 

 

３－１ 下部プレナム調査開始までのガラス固化体貯蔵状況と変色状況 

 

○変色部位と点数等  

収 容 状 況 等   ＥＢ建屋 ＥＢ２建屋 

 貯蔵区域 第１区域 第２区域 第３区域 第４区域 

竣工時期 1995年1月 2011年4月 

貯蔵本数 

（調査開始時点） 
711本 716本 147本 0本 

未貯蔵期間 9ヶ月 9年2ヶ月 2年 4年2ヶ月 

対 象 設 備      

通風管 下端部 80本/基 2本 3本 40本 67本 

収納管 
側面 80本/基 0本 0本 0本 0本 

底面 80本/基 0本 0本 0本 9本 

プ レ ナ ム 形 成 板 全域 31カ所 29カ所 43カ所 21カ所 

位置決め部材 
側面 20本/基 8本 18本 17本 19本 

基部 20本/基 5本 9本 9本 8本 

 

３－２ これまでの各貯蔵区域の調査報告を踏まえた変色等の発生原因 

¾ 変色部位等の分析の結果、外気に含まれる浮遊塵、海塩粒子等の成分と概ね一致するこ
とを確認した。また、熱流量解析による結露の評価、円環流路内を含む貯蔵区域内の空

気の流れについて解析した結果、外部飛散物の下部プレナムへの付着挙動と概ね一致す

ることを確認した。以上のことから、収納管、通風管及びプレナム形成板の変色部は、

外部飛散物の付着によるものと考えられる。 

¾ 位置決め部材の母材の腐食については、外部飛散物の蓄積、湿潤環境の長期的な継続等
の要因の重畳により腐食が促進される環境に進展したため、局部的に何らかの要因でア

ルミニウムの被膜が減耗し、母材の腐食まで進展したものと推定する。 

¾ ただし、アルミニウム被膜の効果については、鉄イオンの浸出に係る再現試験や大気暴
露試験を実施した結果、表面に鉄さびが付着した状態においても同被膜への影響は確認

されなかった。 

 

３－３ 中長期健全性評価 

(1) 収納管、通風管、下部プレナム形成板 
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ガラス固化体貯蔵建屋(3)�

下部プレナム腐⾷事故�
 
�

- 6 - 

 

 

 

参考２ 下部プレナム部等の観察状況 

 

貯蔵ピット 

 

設備名称 

第１貯蔵区域 第２貯蔵区域 第３貯蔵区域 第４貯蔵区域 

下部プレナム 

床面 

    

収納管底部 
変色なし 変色なし 変色なし 

 

   変色部 ９本 

通風管内面 

    

変色部 ２本 変色部 ３本 変色部 ４０本 変色部 ６７本 

下部プレナム 

形成板 

    

変色部 ３１箇所 変色部 ２９箇所 変色部 ４３箇所 変色部 ２１箇所 

位置 

決め 

部材 

基部 

    

変色部５本 変色部 ９本 変色部 ９本 変色部 ８本 

側面 

    

変色部 ８本 変色部 １８本 変色部 １７本 変色部 １９本 
 

設備名称 入口ルーバ 円環流路上部からの観察 円環流路下部からの観察 出口ルーバ 

 

    

 

 

 

 

通風管 

収納管 

通風管 

収納管 
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ガラス固化体貯蔵建屋(５)�

下部プレナム腐⾷事故�
 
�

- 6 - 

 

 

 

参考２ 下部プレナム部等の観察状況 

 

貯蔵ピット 

 

設備名称 

第１貯蔵区域 第２貯蔵区域 第３貯蔵区域 第４貯蔵区域 

下部プレナム 

床面 

    

収納管底部 
変色なし 変色なし 変色なし 

 

   変色部 ９本 

通風管内面 

    

変色部 ２本 変色部 ３本 変色部 ４０本 変色部 ６７本 

下部プレナム 

形成板 

    

変色部 ３１箇所 変色部 ２９箇所 変色部 ４３箇所 変色部 ２１箇所 

位置 

決め 

部材 

基部 

    

変色部５本 変色部 ９本 変色部 ９本 変色部 ８本 

側面 

    

変色部 ８本 変色部 １８本 変色部 １７本 変色部 １９本 
 

設備名称 入口ルーバ 円環流路上部からの観察 円環流路下部からの観察 出口ルーバ 

 

    

 

 

 

 

通風管 

収納管 

通風管 

収納管 
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ガラス固化体貯蔵建屋(4)�

冷却空気出⼝シャフト・迷路版設計ミス�
 
�

４．原燃の解析ミスとは、その本性
　では、原燃が犯した解析ミスとはどのようなものだろうか。本質的な誤りを一口で言えば、変更後
の冷却空気の流れを計算する際に、迷路板の存在を無視したのである。上の迷路板の図で、流路が狭
くなっている断面S2及びS3から断面積を求めるべき文献の式があるのに、迷路板がない部分のS1をも
って断面積とした。これを原燃は「文献式の解釈誤り」と呼んでいるが、「解釈誤り」など生じよう
のないことは明らかである。
　では、なぜこのような設計変更をしたかと言えば、それは「施工性を高めるため」だという。コン
クリート製のひさしを水平に付けるのは難しいが、垂直に板を付けるのは比較的易しいからである。
しかし、そのように変更すると、固化体の温度が上がるのは、設計者には計算するまでもなく一目瞭
然であったに違いない。実際、空気の流れを妨げる抵抗力(「圧力損失」)が変更前の４倍になるとい
う元請会社の課長の証言が原燃の報告書に書かれている。ところが、ルーバーが無くなるから大丈夫
だろうと判断したというのだから、まったくずさんなことである。
　結果的には、固化体の中心温度と表面温度を設計変更前とまったく同じ値にして申請している。も
し、まともな解析をしていれば、今回のような「施工性を高める」設計は不可能だったのである。だ
から逆に、「施工性」が圧力となって、すなわち工期と工費を縮小するために、虚偽の解析、虚偽の
申請に導いたとしか考えられない。すなわち今回の「解析ミス」の本性は、意図的・確信犯的な虚偽
であったというべきである。
　誰が見ても直感的におかしいと分かるような元請会社の「解析ミス」を、原燃は丸呑みしたという
が、むしろ真実は、一緒になって「施工性を高めた」ということだろう。それを裏付けるように、再
処理施設に関する同じ平成8年の変更申請では、大幅な合理化が行われている。精製施設で機器が大

1996年の設計変更の設工認申請時に、審査の段階で解析の誤りが発覚した。	
「施行性を高めるため」として、迷路版の存在を無視した解析を行った。	
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⽇本の放射性廃棄物区分�
廃棄物の種類	 廃棄物の例	 発生場所	 処分方法	

高レベル放射性廃棄物	

世界標準	
使用済燃料　　　　　　　

ガラス固化体	
原子力発電所	

地層処分　　　　　　
（地下300ｍ以下）	

日本規準	
（リサイクル燃料）　　　　

ガラス固化体	
再処理工場	

低レベル放射性廃棄物	

超ウラン核種を含む
放射性廃棄物　　　　　
（TRU廃棄物）	

燃料被覆管　　　　　　　
バーナブルポイズン　　　　　

廃液、フィルター	

再処理工場　　　　　
MOX燃料加工工場	

	
地層処分　　　　　　

中深度処分　　　　
ピット処分	

ウラン廃棄物	
消耗品、スラッジ　　　　

廃器材	
ウラン濃縮　　　　　　　

燃料加工工場	

	
地層処分　　　　　　

中深度処分　　　　　　　
ピット処分　　　　　　　　

トレンチ処分	

放射能レベルの極め
て高い廃棄物	

制御棒、炉内構造物	

原子力発電所	

　　　　　　　　　　　　　
中深度処分	

放射能レベルの比較
的低い廃棄物	

	
廃液、廃フィルター　　　　

廃器材　　　　　　　　　　
消耗品固形化物	

ピット処分	

	
放射能レベルの極め

て低い廃棄物	
コンクリート、金属	 トレンチ処分	

	
クリアランス廃棄物	
(規準は0.01ミリSv)	

原子力発電所　　　　　
再処理工場	

上記のすべての	
施設	

リサイクル　　　　　　
リユース　　　　　　　　　　

一般産業廃棄物　　　　　　	放射性廃棄物でない廃棄
物	

	
クリアランスレベル以

下の廃棄物	

原子力発電所解体　　　
廃棄物の大部分	

		

高レベル	
放射性廃棄物	
	
低レベル	
放射性廃棄物	
	

⽇本では、⾼レベル（ガラス固化体）以外は、すべて「低レベル放射性廃棄物」�24	



だから、使⽤済み燃料はごみではない！�
（リサイクル燃料？）�

  　　世界標準               　   　　　　　 　　　日本基準        	
	
　　	
　　使用済み燃料			　　　　　　　　　　　　　リサイクル燃料	
　	
								
　　　ガラス固化体　　　　　　　　　　　	
　　　     　　　　　	
　　　　　　　　　　	
	

	
　　	

		

	第1種特定放射性廃棄物(ガラス固化体）	

咉
咇
咅〜

咉
咊
咅cm

	 咆
咈
咅cm

	

(廃棄物ではない！）�

使用済み燃料の放射性廃棄物の	
９９％はガラス固化体に含まれいる。	

25	



六ヶ所再処理工場	東海再処理工場	 ラ・アーグ再処理工場	
ソープ再処理工場	

26	



高レベル廃棄物の危険性（１） 	
１）放射能が強い：放射線が強い	
　　　　　強力なガンマ線、中性子線が放出される	
　　　　　数秒で致死線量を浴びてしまう	
　	
　　　⇒取扱の困難性（遠隔操作でしか取り扱えない）	
　　　ガラス固化体や容器、貯蔵施設の壁などが長年	
　　　の放射線照射によって脆化し、放射能漏れの原	
　　　因となる可能性	
	
２）発熱が大きい	
					使用済み燃料・廃液・ガラス固化体などどんな状態	
						でも常時冷却が必要	
	 27	



�3)毒性が高い �4)寿命が長い�5)雑多な元素を含む�

高レベル廃棄物の危険性	(2)	

28	



放射能の種類�  半減期�  炉⼼に含まれる量�
（1000兆ベクレル）�

 ⼀般⼈の摂取限度�
の何倍か�

クリプトン85� 10.7年（β）� 22� ―�
ストロンチウム89� 50.5⽇（β）� 4,100� 41兆倍�
ストロンチウム90� 28.8年（β）� 190� 68兆倍�
ジルコニウム95� 64⽇（β）� 5,900� 59兆倍（⾻表⾯）�
ニオブ95� 35⽇（β）� 5,900� 7兆倍�
ルテニウム103� 39.3⽇（β）� 3,700� 8兆倍�
ルテニウム106� 372⽇（β）� 700� 85兆倍�
ヨウ素131� 8.0⽇（β）� 3,100� 155兆倍（甲状腺）�
テルル132� 3.26⽇（β）� 4,400� 28兆倍（甲状腺）�
キセノン133� 5.24⽇（β）� 6,300� ―�
セシウム134� 2.1年（β）� 63� 1.3兆倍�
セシウム137� 30年（β）� 210� 2.9兆倍�
セリウム144� 285⽇（β）� 4,100� 390兆倍�
プルトニウム238� 88年（α）� 3.7� 710兆倍（⾻表⾯）�
プルトニウム239� 24100年（α）� 0.37� 84兆倍（⾻表⾯）�
ネプツニウム239� 2.36⽇（β）� 61,000� 52兆倍（⼤腸下部壁）�
アメリシウム241� 432年（α）� 0.063� 14兆倍（⾻表⾯）�
コバルト58� 71.0⽇（β）� 29� 0.06兆倍�
コバルト60� 5.3年（β）� 11� 0.46兆倍�
 � その他を含めた合計� 180,000� 約1700兆倍�

使⽤済み燃料中のおもな放射能（100万kW級原発を1年間運転した場合）�

核分裂	
生成物	
600種超	

アクチ	
ニド	
100種超	

放射化	
生成物	
800種超	

ウランの核分裂で生成「	

29	



腐⾷に弱い SUH309 キャニスター 

　　　　　　　　　　　　⇩	
SUH309は炭素含有率が高く応力腐食割れを起しやすい。	
そのため、東海再処理、六ヶ所再処理工場はSUS304	
（炭素含有率が低い製品）を採用。	

鋭敏化：フランス、イギリスから返還される高レベルガラス固化体の致命的問題	

オーステナイト系	
ステンレス	
＝耐熱性高い	

30	



⾼レベル放射性廃棄物(3)�
ー第1種特定放射性廃棄物ー�

	
　　	

		

		

（パイレックス）�
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東海再処理工場のガラス固化体標準組成�
ー六ヶ所再処理のデータは非公開ー�

放射能の割合：25%程度？	
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※ベクレルとは放射能の強さを表す単位のことであり、１テラ・ベクレルは１兆ベクレルです。

ガラス固化体の放射能は、
初期には非常に高いですが、
短期間に急激に減少します。

その後、放射能はゆっくりと
減少していきます。

12

高レベル放射性廃棄物の放射能

【29】	33	



ガラス固化体貯蔵の実際	
	
【中間貯蔵中】	
海外返還：１８３０本	
六ヶ所再処理工場：３４６本	
３０〜５０年貯蔵予定(1995〜)	
中心温度　　　約４１０℃	
表面温度　　　約２８０℃	
冷却空気　　　入口　約２９℃	
　（夏期）　　　 出口　約８５℃	
	
使用済み燃料中の９９％の放射能が	
ガラス固化体に含まれる。	
	
冷却空気出口シャフト：	
アルゴン40(安定核種)＋n	
　　　　　　　　　　→放射性アルゴン４１	
換気塔：	
放射性ルテニウム(Ru-106)	
放射性セシウム(Cs-134、Cs-137)	

  海外返還廃棄物貯蔵管理センター�
                    （六ヶ所再処理⼯場内）�

34	



ご静聴ありがとうございました。	
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